
表-1	 「まち」を表す漢字一覧とその語義 
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1．はじめに	 

	 現在，様々な形態の「まちづくり」が各地で実践

されており，その手法は多様化している 1)．そのた

め，平仮名で「まちづくり」と表記される場合が多

い．例えば，田村 2)によれば， 

「少しまえには，「街づくり」「町づくり」「まちづ

くり」と三つが併用されていたが，このところは

平仮名の「まちづくり」にほぼ定着した．（中略）

ただし場合によっては「町」「街」も使いわけた

い．」 

とある．しかし，それらを使い分ける具体的な手法

は示されておらず，「まち」を表す漢字は田村が提起

した以外にも存在する．また，「つくる」を表す漢字

も幾通りかがあり，個々の文字が持つ意味も異なる． 

	 そこで本稿では，一つの方法論として，文字（こ

こでは特に漢字）を利用し，それらの意味や組み合

わせによって，異なる立場の人々が「まち」のイメ

ージを共有していく手法を提起することとした． 

2．研究目的と方法	 

	 諸橋轍次ほかによる『大漢和辞典』3)および『広漢和

辞典』4)の索引から，「まち」および「つくる」を表す

漢字を抜き出した．そして，それぞれの漢字が持つ「ま

ちづくり」に関係する語意を抽出し，考察を進めた． 

3．「まち」を表す漢字	 

	 表-1に示したように，「まち」を表す漢字としては

8字が存在する．なお，衣服などの布幅にゆとりを持

たせるために補う布の意を表す「襠」は除いている．	  

	 「坊」は，わが国では平城京や平安京などの碁盤

の目状の条坊制が敷かれており，その形態を表す． 

	 現在，「市」や「町」は，地方自治体の単位として

も使われている．「市」には，「市場」という熟語が

あるように，人や物が集まった所を表す．一方の「町」

は，田畑のあぜ道や畝の意味があり，農業が基盤と

なって発達してきた「まち」を指すとみられる． 

	 続いて，「まちづくり」を漢字で表現する場合，

「街」を充てることが多い．その「街」には，大通

りの意味もあり，交通の要所として発展した「まち」

を表す． 

	 「里」は，山村や漁村でみられる小規模な集落形

態を表していると考えられ，横町という意も持ち合

わせている文字である． 

	 「鎮（鎭）」は，商業の盛んな大きな町を意味し，

わが国では大阪の堺のような商業が発展してきた

「まち」を意味すると考えられる． 

	 「閭」や「闤」は，中国の西安やドイツのローテ

ンブルクのような城郭で囲まれた「まち」を表す． 

	 ここまで「まち」を表す漢字についてまとめてきた． 
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まち	 『広漢和辞典』に記載された語義	 

坊	 
1．まち	 ア．区域．村や町の一区域． 
	 	 	 	  イ．いち． 
国．都城制の市街の一区画．平安京では四町四方の称． 

市	 

1．いち	 ア．人が集まって物品を物品を売買する 
	 	 	 	 	 	  ところ．市場． 
	 	 	 	  イ．転じて，人やものの多く集まるところ． 
2．まち	 人家が多くてにぎやかなところ． 

町	 

1．あぜ．田畑のあぜ道． 
2．うね．畑のうね． 
3．さかい．くぎり．けじめ． 
国．1．まち．市街． 
	 	 2．町	 ア．地方自治体の一． 

街	 

1．よつまた．十字路． 
2．おおじ（大路）．大通り． 
3．みち． 
4．まち．ちまた． 

里	 
1．さと．むらざと．人家のあるところ． 
2．まち．ちまた．また，横町． 

鎮（鎭）	 7．商業の盛んな，大きな町． 

閭	 

1．もん	 ア．村里の門．周代の制度で，家 25戸を里と 
           	 し，その里の入り口に門をたて，これを	 	  
             閭といった． 
	 	 	 	  イ．道すじにある門． 
	 	 	 	  ウ．広く，門をいう． 
2．むら．村里．	 ア．周代の制度で，家 25戸の称． 
	 	 	 	 	 	 	 	  イ．家 24戸の称． 
3．まち．市街． 

闤	 

1．まちをとりまく門． 
2．まちの門． 
3．まち．市街． 
4．みち． 

※表中の「国．」は，漢字の字体にならって日本で作られた	 
	 国字が持つ意を示す	 
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表-2	 「つくる」を表す漢字一覧とその語義 しかし，すべての「まち」の形態を表-1中の漢字の

みで表現することはできない．例えば，パリのよう

な放射状に広がる「まち」を表す漢字は存在しない．

中国や日本では，その「まち」のイメージが存在し

ておらず，新たな文字を提案していく必要性がある． 

4．「つくる」を表す漢字	 

	 表-2には「つくる」を表す漢字の一覧を示し，本

章ではそれぞれの漢字についてみていく． 

	 「僖」は，姿をつくるという意味を持ち，「製」は，

品物などをつくることを表すことから，「まちづく

り」を表現するには適さないと考えられ，除外した． 

	 「作」は，個々の土木工事を表し，「まちづくり」

を行う場合はハード面の整備で用いることができる． 

	 「制」には，「断ち切る，おさえる」という意があ

り，それを表す熟語として「制度」がある．そのこ

とから法制度を整備する際に用いる事が可能である． 

	 「創」は，特に「まちづくり」を表す際に用いら

れる事が多い漢字で「はじめて作りだす」という意

味の他に「傷つける，いためる」という意味も持つ． 

	 「為」は，ある行為を行うことで状態を変えるこ

とをいう．全体を見通したソフト面に重きを置いた

漢字で，「まちづくり」に適した漢字であるといえる． 

	 最後に，「造」は土木に関連するものとして，橋や

船橋といった意味を持つが，「造作」や「造営」のよ

うに，建築構造物等に関係する行為を表す． 

5．まとめ	 

	 本稿では，「まち」と「つくる」を表す漢字につい

て，考察を行ってきた．官民が連携した「まちづく

り」が叫ばれるなかで，立場が異なる人々が相互に，

「まち」のイメージを共有していくことは甚だ容易

ではないと考えられる．その「まちづくり」を実践

していく第一歩として，「まち」と「つくる」の文字

が持ち合わせる語義を利用し，イメージを共有して

いくことができることを示した． 

	 3 章では，「閭」や「闤」には城郭で囲われた「ま

ち」を表すことを述べたが，これからは既存の語意

だけではなく，防潮堤や防風林といった人工構造物

に囲まれた「まち」を表すようにするなど，それぞ

れの文字が持つ解釈を現在でも活用できるように置

き換えていく必要もある．また，一文字で表せない

場合の「まちづくり」も生じてくる．その場合は，「市

街」や「創造」といった同じ意味を持つ漢字を重ね 

 

て様々な組み合わせを考慮していく必要性もある． 

	 これからの「まちづくり」は，成り立ちが異なる

個々の「まち」が持つ歴史を踏まえた計画を行う場

合と東日本大震災による津波で壊滅的な被害を受け，

何もない白紙の状態に新しい「まち」を描いていく

場合の二通りがある．後者の事例では，多方面から

意見が噴出し，「まちづくり」の方針を一つに集約で

きない場合もみられる．そのようななかで，文字を

利用して当該の「まち」が目指すイメージを共有し

ていく事は，一つのコンセンサスを得る手段として

有用な手法であり，実践的に活用できると思われる． 
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つくる	 『広漢和辞典』に記載された語義	 

作	 

1.つくる．ア.こしらえる 
          イ.あらわす．書をあらわす．詩文を作る． 
          ウ.はじめる．創作する． 
          エ.たつくる．たがやす（耕）． 
11.土木工事． 

制	 

1.きる．たち切る．さく． 
2.つくる（製）．裁ち切ってほどよく仕立てる． 
3.さだめる．きめる． 
4.おさえる．ア.押さえつける．とめる．禁止する． 
            イ.ひかえる．押さえてほどよくする．節する． 
            ウ.しばる．束縛する．約束する． 
6.おさめる．つかさどる．あやつる． 

創	 
一. 1.きずつける．いためる． 
	  2.きず．切りきず． 
二. 1.はじめる．つくる．初めて作りだす．初めて起こす． 

為	 

一. 1.なす．ア.（ある行為を）する．おこなう．実行する． 
           イ.ほどこす．実施する 
           ウ.…とする．…にする． 
	 	 	 	 	 	  また，これを変えてかれとする． 
	 	 	 	 	 	  この状態をかの状態に変える． 
	  3.なる．ア.できあがる．成就する．実を結ぶ． 
           イ.…となる．…になる．また，これが変わっ 
	 	 	 	 	 	  てかれになる． 
	 	 	 	 	 	  この状態からかの状態に変わる． 
   5.つくる．ア.こしらえる． 
             イ.おき設ける．設置する． 
             ウ.しき設ける．敷設する． 

造	 

一. 9.はし．ふなばし． 
二. 1.つくる．なす．ア.こしらえる．造作． 
	 	 	 	            イ.建てる． 
	  	               ウ.する．行う． 
 	 	 	             エ.営む． 
         	 	 	     オ.ない物事をあるようにいう． 
                      仮作する． 
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